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困難な作業であることが知られている。我々は Gruenらにより提案された Unitary Event Analysisとい
う解析法に注目し，その解析能力を実際の多細胞活動データへの適用を通じて検討してきた。本報告
では，この研究の最近の成果の概要を説明する。











7 伊藤 .fm  80 ページ  ２００６年１０月１６日　月曜日　午前１０時２４分まれている。この偶然の成分（predicted-CE number）は，coincident event数の計算で用いた時間窓を
用いて各細胞のスパイク発火頻度（発火確率）を計算し，その積を求めることで評価することが出来る。
　実際の外側膝状体からのデータの解析例を図 1に示す。図の上部では，500µm離れた 2本の電極に
より同時記録された二つの細胞（unit 0と unit 2）のラスター表示（試行時間 2sec，20試行）が示さ
れている。時間軸の下の太い実線の区間に渡り，それぞれの細胞の受容野に静的な光スポットが同時
に提示された。図の下半分には，Unitary Event Analysisの結果が表示されている。赤線のグラフが
raw-CE numberであり，緑線が predicted-CE numberである。青線は二つの細胞の発火が独立であると
した帰無仮説の場合の CE numberの分布の 99％リミットである。Unitary Event Analysisのオリジナ
ルの定式化では，時間窓内での coincident eventの発生はお互いに独立であると仮定するため，帰無仮
説での coincident eventの発生数は Poisson分布に従うと考えられる。グラフにおいて，raw-CE rnumber
がこの 99％リミットを越えている時間窓は，帰無仮説に比べて十分に有意に多くの coincident event
が生じていると判断される。この時間窓内での coincident eventは，図中のラスター表示において，赤































に大きな raw-CE number の値を 99％リミットとして採用した。Bootstrap 法による Unitary Event
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